
愛媛県
四国中央市

評価のポイント

次回
開催日程

■開 催 日：令和5年7月23日（日）
■開催場所：伊予三島運動公園体育館（愛媛県四国中央市中之庄町1665-1）
■問い合わせ先
・団 体 名　書道パフォーマンス甲子園実行委員会事務局
・住　　所　 〒799-0497 愛媛県四国中央市三島宮川4-6-55四国中央市教育委員会事務局  

教育管理部　文化・スポーツ振興課　書道パフォーマンス甲子園振興室内
・電話番号　0896-28-6037　・URL　https://www.city.shikokuchuo.ehime.jp/site/shodo-performance/

●高校生による手作りの全国イベントに育て上げたパワーと発信力がすばらしい。実際の大会参加者は限定されるが、多くの
企業が協賛し、報道関係の発信が盛んで、全国的な注目度は計り知れないレベルに達している。
●書道を「チームの演技」にしたことが新鮮で、高校生の心を捉えたものと思われる。全国の書道部に所属する高校生が目標
とするイベントとしてさらに発展することが期待できる。
●書を支える素材としての紙の産地として名高い地域で、今後の地産地消を活性化するさらなる発展も期待できる。
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選考委員
特別賞
選考委員
特別賞

第27回
ふるさとイベント大賞

選考委員会委員長表彰

守屋 伸康さん

開催DATA

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

書道パフォーマンス甲子園実行委員会

14回

令和3年7月25日（日）

伊予三島運動公園体育館（愛媛県
四国中央市中之庄町1665-1）
400人（保護者・学校関係者のみ）　
※一般観覧は中止

※R4．12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 83,426人

愛媛県四国中央市自治体名

書道パフォーマンス甲子園は、日本一の紙のまち四国中央市で毎年夏に
開催される書道パフォーマンス日本一を決める高校生の大会です。12人以
内でチームを編成し、６分間の演技の中で音楽に合わせて趣向を凝らしたパ
フォーマンスをしながら、縦４㍍×横６㍍の巨大な紙に作品を書き上げます。
書道パフォーマンスは、地元の愛媛県立三島高等学校書道部が、書道で
まちを元気にしたいとの思いから、地域のイベントや文化祭などで音楽に
合わせて大きな紙に歌詞などを揮

き

毫
ごう

する書のデモンストレーションを行っ
ていたことがテレビで取り上げられて全国に広がりました。平成20年に
商店街の一角でわずか３校の参加により第１回大会を開催し、現在では
100校を超える応募がある大会となり、書道パフォーマンスを行う高校
生にとって「夢の舞台」と呼ばれています。
令和３年に開催した第14回大会は、102校の中から予選審査を勝ち抜
いた21校が当市で行われる本戦に出場しました。さらに、コロナで中止
とした第13回大会に参加する予定だった当時の高校３年生が出場できる
「19歳の部」を設け、５校が演技を披露しました。
大会は高校生による高校生のための大会づくりを目指し、高校生企画員
と呼ばれる約70人のボランティアが半年以上の期間をかけて、キャッチ
コピーやポスターデザインの選定をはじめ、選手や観客へのおもてなし企
画などを考えています。また、歓迎のあいさつや司会などの重要な役割を
担うほか、当日はさらに50人ほどの高校生ボランティアが加わり、演技
場の墨拭きや演技審判、選手誘導を行うなど、高校生の活躍によって大会
は成り立っています。
令和５年７月23日には第16回大会の開催が予定されています。一度見
ればパフォーマンスや作品の迫力、そして熱量に圧倒され、必ず魅了され
るはずです。書道パフォーマンスの聖地四国中央市で、高校生の夢舞台を
ぜひご覧ください！

四国中央市教育委員会事務局教育管理部文化・ 
スポーツ振興課書道パフォーマンス甲子園振興室長

大会の半分以上、私は涙する。
高校生の思いや熱量がダイレク
トに伝わり、感情が止まらない
ゆりかごのように揺さぶられ
る。書道パフォーマンス甲子園
はそんな大会。
観に来てほしい！　いや観る

べきだ！
皆さんの観覧をお待ちしてい

ます。

主催者メッセージ

書道パフォーマンス甲子園
（全国高等学校書道
パフォーマンス選手権大会）
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